
米国ギャローデット大学の教員と研究者をお招きし、オーディズムがろう社会に与える影響、ろう難聴児・者のレジリ
エンス育成に向けた取組み、心理社会的アプローチについてお話しいただきます。パネルディスカッションでは、
ろう当事者による話し合い、そして参加者との意見交換等を通して、ろう難聴児・者のレジリエンスを育み、エンパワ

メントを高めていくことについて理解を深めるとともに多様性が尊重される社会のあり方を考えます。

パネリスト / 統括
筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 教授
大杉 豊 氏
劇団員、専門学校教員を経て、米国ロチェスター大学大学院
言語学専攻に留学。博士（Ph.D.）。帰国後は全日本ろうあ
連盟に6年間勤務後、2006年より本職。専門は手話言語学、
ろう者学。著書に『知ろう！あそぼう！楽しもう！はじめて
の手話』『手話言語白書』など著書多数。

ろう難聴児・者のレジリエンスとは
ろう者学の視点から社会を見つめる

ギャローデット大学 
ろう者学部 教授

ジニー・ガーツ氏
米国カリフォルニア州立大学ノースリッジ校、オーロニーカ
レッジでの勤務などを経て、現職。カリフォルニア大学ロサン
ゼルス校にて博士号取得、学位論文の中で「dysconscious 
audism」という造語を生みだす。2016年、パトリック・ブー
ドロー博士と『The SAGE Deaf Studies Encyclopedia』を
共同編集。

ギャローデット大学
科学者/ろう・難聴児レジリエンスセンター翻訳ディレクター

パトリック・ブードロー氏
博士（教育心理学）。カナダ・ケベック出身で、ケベック手話を 
母語とする。主な著書に、ジニー・ガーツ博士との共編著『The 
SAGE Deaf Studies Encyclopedia』がある。また、マルチリン
ガル・マルチモーダル学術出版物「デフ・スタディーズ・デジタ
ル・ジャーナル」の編集者でもある。

ギャローデット大学
ろう・難聴児レジリエンスセンター 研究員
皆川 愛 氏
特別養護老人ホームでの看護師を経て、日本財団海外留学奨学金
の助成下で、米国ギャローデット大学大学院ろう者学部に留学。
修士（看護学・ろう者学）。修了後は当大学ろう健康公平セン
ター勤務を経て、現職。

ギャローデット大学
大学院ソーシャルワーク研究科 准教授
高山 亨太 氏
筑波技術大学非常勤講師、United States Geological 
SurveyUSGS（全米地質調査所)兼任社会調査専門官。
博士（社会福祉学）。専門は、精神保健、ろう者学、障害学。
著書として『ろう者学とソーシャルワーク教育』など。

モデレーター
筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 講師
小林 洋子 氏
会社での研究員等を経て、米国カリフォルニア州立大学ノース
リッジ校大学院に留学。当大学教育学部ろう者学科での非常勤講
師、研究助手等を経て帰国後、筑波大学大学院にて博士（ヒュー
マン・ケア科学）取得。専門はろう者学、コミュニティヘルス、
社会学。著書として『ろう女性学入門』など。

2024年 7月28日  13:00 -17:00
QRコードよりお申込みください
申込〆切日：2024年7月24日(水)

筑波技術大学 ろう者学セミナー
- 言語・文化・多様性とろう社会 -

要申込

参加無料
【対面】国立大学法人 筑波技術大学総合研究棟プレゼンテーションルーム

茨城県つくば市天久保4-3-15
【オンライン】Zoom
【定員】50名程度（対面）
【情報保障】手話通訳、パソコン文字通訳

講師紹介

障害のあるなしや性別などの違いに関わらず、誰もが自分らしく生きやすい社会ってなんだろう。
いっしょに考えてみませんか。これからのマイノリティを取り巻く多様性と包摂性について。

当事者の視点を取り入れた教育研究について。共生社会について。幸せ（ウェルビーイング）について。

※「ろう者学（Deaf Studies、デフ・スタディーズ）：ろう難聴（聴覚障害）者を言語文化的、社会学的な視点から捉える学問領域。

ハイブリッド開催

日

大学MAPアクセス



プログラム プログラムは一部変更になる可能性があります。

【お問い合わせ】
国立大学法人 筑波技術大学 ろう者学教育コンテンツ開発プロジェクト
〒305-8520 茨城県つくば市天久保4-3-15

12:30  受付開始
13:00  開会
13:10  講演 ジニー・ガーツ氏

 「オーディズム：理論的枠組みの紹介」
13:40  講演 パトリック・ブードロー氏、皆川愛氏

 「ろう者におけるトラウマ：レジリエントなコミュニティに向けて」
14:20  講演 高山亨太氏

 「ろう者学の応用可能性～心理社会専門職を対象にした研修において～」
14:50  休憩
15:00  パネルディスカッション
 「ろう難聴児・者のレジリエンスを育み、エンパワメントを高めていくために」

17:00  閉会

ろう者学教育コンテンツ
開発プロジェクト
ホームページ

【主催】筑波技術大学：ろう者学教育コンテンツ開発プロジェクト、小林洋子研究室
【協力】ギャローデット大学：ろう者学部、ソーシャルワーク学部

ろう・難聴児レジリエンスセンター

筑波技術大学 ろう者学セミナー
- 言語・文化・多様性とろう社会 -

Email: info@deafstudies.jp
https://www.deafstudies.jp


